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溝付二重管式熱交換器の凍結防止／凍結検出の方法例

　　　主題につきまして、以下に一般的な方法例を示しますが、冷却システム・用途・冷却温度・

    冷却液・費用等ケース毎に検討・選択する必要があります。

    　また、複数組合せることにより、凍結の危険性は少なくなります。

冷媒蒸発温度 熱交換器選定時値かカタログ/パンフレット記載値以上に
膨張弁を設定する

冷媒低圧圧力 上記、冷媒蒸発温度に対応した圧力に低圧圧力スイッチを
設定する

冷凍機側
冷媒回収 ポンプダウン回路を組込む

インターロック 循環ポンプ運転中のみ/一定時間経過後、運転可能とする

電源の供給 単独運転しないよう循環ポンプと同一電源(操作電源含)に
接続する

熱交換器選定時値かカタログ／パンフレット記載値以上を

凍結防止 循環流量
確保できる循環ポンプを設置する

フロースイッチを取付け上記循環流量値未満になれば停止
冷却液側 させる

循環ポンプ
直入起動時

接点付ブレーカーの接点をインターロック回路に組込む

運転電流を検出し、インターロック回路に組込む

周囲温度が０℃以下になり凍結の恐れがある場合は熱交

冬季に運転停止時
換器内部の冷却液を抜取る

抜取り不可の場合は循環ポンプを連続運転する

冷却液 熱交換器出口温度を直接検出し設定値以下になれば停止

温度
させる

内管外表面 熱交換器出口で冷媒液の影響を受けない位置にセンサー

凍結検出
を張付けて表面温度が設定値以下になれば停止させる

熱交換器入口/出口圧力を検出し設定値以上/以下になれ

圧力 冷却液
ば停止させる

熱交換器の入口と出口の差圧を検出し設定値以上になれ
ば停止させる
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